
 

            
 

 

夏至
げ し

そして「時の記念日」に思う 

 

校  長   古  山  真  樹  

  たいへん日が長くなりましたが、今年の夏至は 6 月 21 日でした。もちろん皆さんは、夏至が

１年で一番昼の長い日ということは知っていますよね。そもそも農耕民族であった日本人は季節

の変わり目にとても敏感でした。旧暦の１年を二十四等分して季節の変わり目を表しました。こ

れを二十四節気と言います。立春、啓蟄、穀雨、夏至、秋分、霜降、大寒などで､まさに季節の

移り変わりが生活の中心になっていました。 

 さて、６月１０日が「時の記念日」ということを思い出しました。時の記念日とは、６７１年

に天智天皇が日本で初めて水時計を設置し､時を刻んだ日が由来です。さらに今回調べてみると、

時の記念日が制定されたのは１９２０年(大正９年)で、理由は「日本国民に時間をきちんと守り､

欧米並みに生活の改善・合理化を図ろう」と呼びかけるためだったそうです。 

日本が世界標準の太陽暦に変わったのが１８７３年（明治６年）です。まだまだ農業中心のた

め二十四節気を重んじていた当時の人々には、太陽暦がなかなか浸透していかなかったのでしょ

う。今では世界一と言っていいぐらい時間に正確で緻密な日本人ですが、｢時間をきちんと守る｣

ために制定されたことに驚かされました。 

 農耕中心で自然とふれあいながらゆったりと生活していた日本人が、時の記念日制定と共に近

代化の波に乗り、時間に管理され、都会化していったことを思うと何か複雑な気分になりました。 

 

今月の言葉        壁 

  

壁という言葉は、本来の意味そのものだけでなく、比喩的に用いられることの多い言葉です。

一つには、「言葉の壁」「人種の壁」などの障害や妨げとなるものといった意味で使われる場合。

また、「壁にぶつかる」「壁を乗り越える」など困難や苦難を意味する場合があります。ここでは

後者について考えていきたいと思います。 

 人は誰でも楽な道、平坦な道を進みたくなるのが常ですが、人生にはいくつもの壁が待ち構え

ています。高校入試、大学入試、入社試験といった選考に合格しないと道が開けない壁、選考が

なくても、保育園・幼稚園から小学校に入学する時、小学校から中学校に入学する時も一つの壁

と言えるでしょう。次のステップに進むための壁は希望や期待感と共に不安や緊張感を伴うもの

です。しかし、こうした気持ちを経験し､乗り越えることで人間は一歩成長することができます。 

 次に、まじめに頑張っていても思うように成績や記録が伸びない、どうしても勝てない相手・

チームがいるといった「壁」にぶつかることがあります。そうした時に落ち込んでばかりいたり、

やる気を失ったり､挙げ句には人のせいにしてしまっていては成長はありません。苦しい時こそ

あきらめずに努力を重ねたり､やり方を工夫したりと試行錯誤を繰り返して自力で這い上がって

いくしかないのです。そのためには強い意志、責任感そしてなによりも目標や夢がないと人はへ

こたれてしまいます。 

平坦な人生などありません。むしろ壁にぶつかってこそ人は成長できるものです。壁を打ち破

ることにやりがい､生きがいを見い出すぐらいの覚悟が必要です。常に壁を乗り越えていくこと

が自分を成長させるチャンスと捉えてがんばっていけるようにしたいものです。 

練馬区立開進第一中学校 

開進一中だより 
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 セーフティ教室 6 月 29 日（木） 

第 1 部（13:35～）体育館「犯罪の被害防止について」生徒・保護者・地域・教職員対象 

第 2 部（14:35～）会議室「協議会・情報交換会」保護者・地域・教職員対象 

 

ソフトテニス部  練馬区総合体育大会 

男子団体 第２位 都大会出場 

女子団体 第５位 都大会出場 

男子個人 

工藤優太・結城祥平 第２位 都大会出場 

増子祥真・荒川怜生 第３位 都大会出場 

榊枝和也・鵜木航太 第９位 都大会出場 

女子個人 

久保田知里・中川結貴 第７位 都大会出場 

 

一中生の活躍！（最近の部活動の結果） 

卓球部（練馬区総合体育大会） 

男子シングルス 岩城むさし 第３位 

６月２５日（日） 第７０回練馬区区民体育大会

総合開会式に吹奏楽部が参加 

 

※吹奏楽部は１０年以上に渡り開会式に参加し、

素晴らしい演奏で大会に貢献しています。 

 

陸上競技部  地域別陸上競技大会（区西部） 

棒高跳 小林直樹 第２位（4m00）都大会出場 

低学年リレー 第６位（50 秒 04）都大会出場 

 安藤佑晟・粕川浩志・板山光太朗・平賀英智 

４００ｍ 安藤佑晟（55 秒 28）都大会出場 

走幅跳１年  

板山光太朗（4m79）第４位 都大会出場 

平賀英智（4m61）第８位 都大会出場 

野球部（練馬区総合体育大会） 第３位  

※次回ブロック大会で都大会を目指します。 

校外のスポーツ競技でも一中生が活躍しています。

◆柔道「第３ブロック大会」 

 五十嵐魁斗 優勝 都大会出場 

小海太陽 第３位 都大会出場 

◆ボーリング 

「東京都ジュニアボーリング選手権」 

橘内誠吾 ロージュニア部門 準優勝 


